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経口摂取回復率 

① 

経口摂取以外の栄養方法を使用している患者のうち、他の保険医療機関等から紹

介された患者で、鼻腔栄養を実施している又は胃瘻を造設している者であって、

当該保険医療機関において、摂食機能療法を実施した患者（転院又は退院した患

者を含む） 

人 

② 
経口摂取以外の栄養方法を使用している患者であって、当該保険医療機関で新た

に鼻腔栄養を導入又は胃瘻を造設した患者（転院又は退院した患者を含む） 
人 

Ａ＝①＋② 人 

③ 
鼻腔栄養を導入した日又は胃瘻を造設した日から起算して１年以内に死亡した患

者（栄養方法が経口摂取のみの状態に回復した患者を除く） 
人 

④ 
鼻腔栄養を導入した日又は胃瘻を造設した日から起算して１か月以内に栄養方法

が経口摂取のみである状態へ回復した患者 
人 

⑤ 
当該保険医療機関に紹介された時点で、鼻腔栄養を導入した日又は胃瘻を造設し

た日から起算して１年以上が経過している患者 
人 

⑥ 消化器疾患等の患者であって、減圧ドレナージ目的で胃瘻造設を行う患者 人 

⑦ 炎症性腸疾患の患者であって、成分栄養剤の経路として胃瘻造設が必要な患者 人 

⑧ 
食道、胃噴門部の狭窄、食道穿孔等の食道や胃噴門部の疾患によって胃瘻造設が

必要だった患者 
人 

Ｂ＝③＋④＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧ 人 

⑨ 

鼻腔栄養を導入した日又は胃瘻を造設した日から起算して１年以内に栄養方法が

経口摂取のみである状態へ回復した患者（但し、③から⑧までに該当する患者を

除く） 

人 

⑨ ／ （ Ａ － Ｂ ） ＝     割     分 
 

［記載上の注意］ 

・③から⑧までについては、①又は②に該当する患者であること。 

・⑨については、①又は②に該当する患者であって、③から⑧までのいずれにも該当しない患者であること。 

・⑨の「栄養方法が経口摂取のみである状態」とは以下の状態をいう。 

ア 鼻腔栄養の患者にあっては、経鼻経管を抜去した上で、１か月以上にわたって栄養方法が経口摂取のみであるもの。 

イ 胃瘻を造設している患者にあっては、胃瘻抜去術又は胃瘻閉鎖術を実施した上で、１か月以上にわたって栄養方法が経

口摂取のみであるもの。 

 


